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Ｕの分布（Mann – Whiney U test） 

ｍ個のデータ、Ｘ１、･･･、Ｘｍ、と、ｎ個のデータ、Ｙ１、･･･、Ｙｎがあるとき、Ｄｉｊを次

式で与える（Gibbons,1971）。 
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このＤｉｊの和としてＵを定義する。 
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 すなわち、Ｕは、ＸｉとＹｊを比べたとき、Ｘｉの方がＹｊより大きい組み合わせの数であ

る。（１）式によって与えられるＵの値がｕである確率を、 p um n, ( )で表わす。 
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Ｕの値は、ｍ個の文字Ｘとｎ個の文字Ｙを混ぜて一直線に並べたときに、これらの mn

個の文字の並びから２つの文字（隣り合う文字である必要はない）をとったときに、左側

の文字がＸで右側の文字がＹである組み合わせの対の総数とみなすことができる。つまり、

大きいものから順番に、左から並べられているとみなす。ｍ個のＸとｎ個のＹの並べ方は
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通りあるが、ＸｉとＹｊの分布が同じであるという仮説のもとでは、これらの並べ

方の生起確率はいずれも等しいと考えられる。従って、ｍ個のＸとｎ個のＹを並べたとき

に、Ｕの値がｕになる並べ方の総数をr um n, ( )とおけば、 
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となる。 

ＸとＹの文字の並べ方において、左端がＹのものとＸのものとに分けて考えれば、次の

関係式の成り立つことがわかる。 
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        r u r u r u nm n m n m n, , ,( ) ( ) ( )= + −− −1 1           （２） 

r um n, ( )−1 は、左端がＹであるときの並べ方の数を表わす。この場合は、左端のＹを無視し

て、（ｎ－１）個のＹがあると考えて数える。 

r u nm n− −1, ( )は、左端がＸであるときの並べ方の数を表わす。（ｍ―１）個のＸと、ｎ個

のＹを並べてから、左端にＸを付け加えると、ｕの値はｎ増えることに注意して、数える。 

式（２1）より、 p um n, ( )についての次の関係式が得られる。 
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確率 p um n, ( )は、上式により再帰的に求めることができる。 

分布関数は、次式により与えられる。 
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 プログラム PCumU.dpr は、Ｕの累積分布確率（２）式の値を求めるものである。プロ

グラムを起動すると、図１のフォームが表示される。 
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図１ 起動時のフォーム 

 

 ｍ、ｎ、Ｕの値を、「m =」、「n =」、「U =」の値として図２のように設定する。 

 

 
図２ 値の設定 

 

 

 

値の設定後、「ＯＫ」ボタンのクリックで計算が始り、計算結果が図３のように表示され

る。 
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図３ 計算結果の表示 

 

図３では、累積確率 
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が表示されている。 
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